
令和５年度(２０２３年度)志賀中学校学校評価書

自己評価
小項目評定 中項目評定 現　　　況 中項目評定 意見・提言等

基礎学力定着のための指導方法の工夫と改善 B

A

家庭学習の充実 B

B

基礎・基本の定着のためのICT機器の活用 C

B

言語活動の充実 B
B

支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践 A

A

協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育成を図る授業の工夫改善 B

A

主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会 A
B

各種体験活動の積極的な実施 A

A

活動後の発表会等学習のまとめ B

A

体験学習の評価 B
A

生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的実践力を育てる活動の実施 A

B

道徳科の授業・評価に関する研究や資料の開発・整備・交流 B

A

保護者等への道徳科の授業公開 C
C

たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 B

A

体力づくりを推進する運動実技 A

A

体を動かす気持ちよさを体験させ，進んでからだを動かそうとする意欲の育成 A
A

学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善 A

A

教職員の指導力及び組織的な教育力の向上 B

A

ICT活用による校務の効率化と教育活動の質の改善 A

A

働き方改革の取組と教育活動の質の改善 C
B

保護者の子育てに対する積極的な支援 C

B

保護者・地域との交流や情報発信，参観，懇談会，研修会の実施，地域人材の活用 B

B

防災教育の推進と安心・安全な学校づくり A
A

子どもの校種間交流や教員の出前授業 B

A

校種間の授業公開や合同研修会 B

C

保幼小の接続期の教育課程の編成など校種間のカリキュラム研究 C
C

いじめや暴力行為，不登校等生徒指導上の諸課題の早期発見，日常的な予防指導 A

A

生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進 A

A

家庭・地域・関係機関との連携による指導 A
A

個別の教育支援計画及び個別指導計画の作成と活用 C

B

組織的・計画的な特別支援教育体制 B

B

生徒理解を深めるための研修体制(巡回訪問を含む) C
B

生徒の学校満足度 A A
○「学校生活は楽しく満足したものか」との質問に対して生徒の94％が、「お子さんは学校に行くのを楽
しみにしていますか」との質問に対して保護者の75％が「そう思う」「まあまあそう思う」と回答した。

A
○例年、生徒の学校満足度は評価Aをキープすることができている。生徒と教師の信頼関係を大切に、今
後も継続できるようにしてほしい。また、否定的な回答があることにもしっかり目を向けることが必要で
ある。

○生徒一人ひとりを見つめる視点を大切にし、引き続き高い学校
満足度を維持できるようにする。

＊各種アンケートにおいて「かなりできている」「ほぼできている」が概ね80％以上がA，60％以上をBとする。

学校満足度

○引き続き、積極的な情報共有に努め、組織的な生徒指導体制の
もと迅速な対応を心がける。
○教育支援センターとの連携を密にとり、教育支援ルーム「中学校
ウイング和邇」を活用して、不登校生徒の支援の選択肢を広げてい
く。

特別支援教
育の充実

B

B

○個別の支援計画を作成し、保護者との相談を進めることができている。また、関係機関と連携して個々
のケースについて協議し、対応にあたっている。
●完成した個別の支援計画を、効果的に機能・活用させることができていない。
●特別支援コーディネーターを中心として小中連携を強化し、職員研修の機会を確保できるよう進めて
行きたい。

B
○巡回相談など、専属の方が長期間にわたって支援に携わることができるような体制がつくれないか。
○SSWなど専門家の見立てや意見を聞く機会を多く持てるとよい。

○SSWやSCなどの専門家に意見を仰ぎつつ、関係機関との連携
を取りながら、個別の支援計画を効果的に活用できるように努め
る。
○特別支援教育コーディネーターが中心となり、計画的・継続的な
研修を計画する。

○校区研が再開され、しばらくできていなかった合同研修会などの連携事業を実施することができた。
○３年生では家庭科の授業の一環として幼稚園との「ふれあい体験学習」に、職場体験学習では地域の保
育園・幼稚園での体験に、それぞれ取り組むことができた。
○今年度も、次年度入学予定の小学校６年生を対象に、出前授業を実施することができた。
●校種間の授業公開については、各校園のスケジュールが合わず難しい面がある。

B
○忙しさを理由に連携が簡素化され、教育の質が低下することがないよう、気を配る必要がある。
○保幼小中連携を続けることが、結果として中学校での教育の充実につながる。

○次年度入学予定の小学６年生を対象とした出前授業や、入学し
た中学１年生の授業参観・連絡会を計画的に実施し、小中連携を
推し進める。
○職場体験学習や教科の学習を通して、地域の保育園・幼稚園と
の交流に引き続き取り組む。
○校区研を軸にした校種間の連携・交流を深め、学区の児童・生徒
の実態に即した研修を計画、実施する。

組
織
的
体
制
の
充
実

生徒指導体
制の充実

A

A

〇組織的で、きめ細やかな生徒指導体制が確立している。複数で情報共有し、迅速な対応を心がけること
ができている。
〇ＳＮＳに関わるトラブルが毎年のように起こっている。今年度は外部講師をお招きして、情報モラルにつ
いてのリテラシーを高める学習に取り組んだ。
〇不登校生徒（学校に来にくい生徒含）が多く個々のケースへの対応が難しいが、レインボー（適応教室）
を活用しながら学力保障に取り組んでいる。

A
○生徒指導の体制は、生徒と教師の関係性に尽きるところがある。これからも良好な関係を維持しなが
ら、指導を進めてほしい。
○不登校生徒が増加傾向にある。生徒、保護者への支援に継続して取り組んでほしい。

○校内研究ではこれまでに蓄積してきたノウハウを生かし、新しい
視点も入れつつ、継続した内容での取り組みを進める。
○ICT教育については、授業や家庭学習での活用と並行して教員
の研修にも取り組む。
○教育の質を維持しながら効果的に行事を実施するため、スク
ラップ＆ビルドを心がけながら内容や規模を精選し、働き方改革
につなげる。

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携

家庭・地域と
の連携

B

B

〇防犯・薬物乱用防止といった啓発活動や職場体験学習など、様々な場面で多くの協力・支援をいただい
ていることを実感している。
〇今年度は２回の避難訓練を実施した。そのうち１回は事前に周知することなく抜き打ちで実施したが、
混乱することなく整然と避難することができた。避難経路の確認や避難の仕方など生徒の訓練だけでな
く、教員の役割確認や通報・消火訓練なども合わせて実施する事ができた。
●ＳＣによる保護者対象の相談や個別懇談会の実施、また各種通信により子育ての支援を行ってきたが、
成果が不十分であった。

A

○大手を広げて待ち構えても、なかなか親（家庭）からは行きにくい。積極的な情報発信、支援が必要であ
る。
○我が子だけでなく、我が子が通う学校を見に来ていただくスタンスで参観や懇談会を計画してほしい。
○参観や行事の案内を学校運営協議会のメンバーにも発信してほしい。

○より多くの保護者・学校関係者に学校へ足を運んでいただける
よう、行事や授業を参観できる機会を提供する。
○授業参観や懇談会の場をうまく利用して、積極的な情報発信と
支援に努める。

保幼小中の
連携

B

B

指
導
計
画
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的
・

計
画
的

）

B

A

○継続した内容での校内研究に取り組むことで指導体制・指導方法の工夫改善に努め、その時々のニー
ズに合わせたテーマでの校内研修を実施することで教職員の指導力の向上につなげることができた。
〇校務支援ソフトや保護者連絡アプリの活用により、校務の効率化を推し進めることができた。
〇チームとしてＯＪＴに取り組み、中堅教員が中心となってが若手教員の見本となることで、組織的な教育
力の向上を目指してきた。
●新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したことにより、しばらく中断していた行事が再開されたり、縮
小していた行事の規模を元に戻したりと、コロナ以前に戻りつつある。教育の質を維持しながら、効果的
に行事を実施するため、内容や規模の精選が必要である。

B

○生徒へのICT教育（活用）を、そして教員のICT研修をさらに推し進めてほしい。
○ICT教育の分野で地域の人材を活用することも視野に入れてはどうか。
○教育活動については、効果的なものになるよう、内容や規模の精選、取捨選択が必要である。今までの
取り組みに、新しい取り組みを足すばかりでは、負担が大きくなるばかりである。

○今年度、生徒会で「朝のあいさつ運動」を再開することができ
た。次年度も生徒会の通年の活動として位置づけて取り組む。
○道徳の授業力向上を目指し、教員が互いの授業を参観できるよ
うに、時間割の運用を工夫する。また、保護者に向けた道徳の授業
参観を実施する。

体
力
づ
く
り

A

A

○体育委員会が中心となり、体力をつけるための活動を展開している。
○お昼の放送では、その日の献立にまつわる地域や行事、栄養に関する情報が伝えられ、食に興味を持ち
やすい環境が整えられている。
〇体育の授業だけでなく、部活動を通して、体を動かす気持ちよさを伝えることができた。

A
○部活動の地域移行として、びわこ成蹊スポーツ大学などとの連携が進められるとよい。
○体を動かすこと、スポーツを楽しむことを目的とした、同好会的な活動があってもよいのではないか。

○部活動の地域移行については、県や市の状況を見ながら対応に
ついて協議を進める。
○これまで取り組んできたびわこ成蹊スポーツ大学との連携や、
外部指導者の活用を継続する。

道
徳
教
育
の

充
実

B

B

〇年間計画に沿って授業時間を確保し、道徳教育を進めることができた。
○授業での生徒の意見・感想を通信に掲載し、共有・共感をはかることができた。
○道徳担当が中心となり、指導内容や教材について共通理解を進めることができた。
●授業力向上のための教材研究や、互いの授業を参観することができるような工夫が必要である。
●道徳の授業参観（保護者）を行い、家庭でも道徳についての話題がでるようにしたい。

B
○多様な価値観を認め、身近なことに対する望ましい行動について考える機会を持ってほしい。
○保護者への情報発信は、参観だけではなく様々な形で行うべきではないか。
○道徳の基本はあいさつ。あいさつの取り組みに力を入れてほしい。

○校外学習や修学旅行、職場体験学習などが系統的な取り組みと
なるよう、行事検討委員会で３年間を見通した計画を立て実行に
移す。
○すべてを元通りに戻すのではなく、コロナ過の経験を経てブ
ラッシュアップされた形を目指し、内容の精選に努める。

○個人のタブレット端末（iPad）が整備されて４年が経ち、在籍している生徒は小学校時代からあたりま
えのように授業の中で活用している。正しい使い方を啓発しながら、さらなる活用を推し進めてほしい。
○様々な学習形態がある中で、タブレットを用いた方が学習が定着しやすい生徒もいる。個人での学習に
は適しているのではないか。生徒それぞれの特性や、学習の場面に合わせた選択ができるとよい。
○授業中の機器トラブルに対応できるよう、対処法などの情報共有や研修を取り入れてはどうか。

○タブレット端末（iPad）をはじめとするICT機器のさらなる活用
や、授業の形態や学習の場面に合わせた選択ができるよう、情報
共有や職員研修を充実させる。
○“eライブラリチャレンジデー”の取り組みを推し進め、タブレット
端末（iPad）を活用した基礎・基本の定着を目指す。

主体的・対話
的で深い学

び

A

A

○校内研究のチャレンジ目標の1つとして「コの字型・4人グループの活動を軸に、“生徒のつながり・対
話”を育む」というテーマを設定し、効果的な学習形態の選択・実践について深めることができた。
○授業の内容に合わせて学習の形態（一斉、少人数グループ、個人）を変えることが定着している。少人数
のグループによる学習活動では、自主的に学習に取り組む生徒の姿が多くみられた。
○校内研究の3つ目のチャレンジ目標として「授業デザイン（ジャンプの課題）を工夫し、”主体的・対話的
な学び”を生む」というテーマを設定し、深い学びにつながる効果的な発問について研究することができ
た。

A

○1人では難しい課題も、グループで取り組むことで解決することがある。悩んでいる生徒も、まわりと相
談しながら学習することで理解が深まる。わかった、できた、という成功体験の積み重ねが大切ではない
か。
○一斉・少人数グループ・個人といった学習の形態を、必要に応じて使い分けて授業をしている。少人数
グループでの学習ではまわりからのフォローもあり、前向きに取り組める生徒が多いのではないか。
○コロナ禍では難しかったコの字型の座席や少人数グループでの活動については、慌てず無理のないよ
う少しずつ取り戻していくことができればよい。

○授業の内容に合わせて学習形態（一斉、コの字型、少人数グルー
プ、個人）を選択し、生徒のつながり・対話を育む学習活動を展開
できるように努める。
○少人数グループでの学習活動を大切にし、生徒が主体的に取り
組む態度を養えるような授業づくりを心がける。

体験活動
B

A

○探求型の校外学習で生徒たちの主体的な姿を見ることができた。
○職場体験学習で学んだこと、得られた経験を新聞形式でまとめ、学級や学年で共有できた。
○意見交流の場が多く設定され、成果を発表する場面があったことが、生徒の成長につながった。
●新型コロナウイルス感染症が第5類に引き下げられたことをうけ、体験的な学習の取り組みをより充実
したものにしていきたい。

A

○コロナの影響で様々な活動を中断せざるを得なかった。その影響は計り知れないものがあるが、少しず
ついろいろな取り組みが再開され、充実してきたと感じている。特に職場体験については、受け入れてい
ただいた事業所にも感謝している。
○行事についてはすべてを元通りに戻すのではなく、十分な効果が得られるように内容を精選しながら、
負担が大きくなりすぎないよう留意することが必要ではないか。

大項目 中項目 小項目
学校関係者評価

今後の学校改善に向けて

学
び
合
い

(

協
同
的
な
学
び

)

確かな学力
B

B

○今年度の校内研究では３つのチャレンジ目標に、年間3回の研究会を計画、開催することができた。目
標の1つに「タブレットを有効に活用し、“生徒の学びの可能性”を広げる」というテーマを設定し、授業で
の利用の定着、効果的な利用方法の共有に取り組むことができた。
○eライブラリを活用し、基礎・基本の定着をさせるため、“eライブラリチャレンジデー”と題し、タブレット
を持ち帰り家庭学習に取り組む活動を実施した。
●授業と家庭学習、自主学習の取り組みをつなぎ、定着させるため、さらなる取り組みが必要である。
●タブレットをふくむIＣＴ機器のトラブルがあり、授業が中断する場面が少なくない。

B

昨年度の評価


